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Abstract 

本論文では結合生産を許したリカード・モデルにおいて、図解が可能な３財の場合を中心に既存研究を

整理し、副生産物の定義と効率的な特化パターンに関する再考察を行う。結合生産がある世界ではしば

しば副生産物という用語が登場するが、確たる定義がしにくい用語の１つであり、本論文ではその定義

について考察を行う。また、３国３財モデルにおいて、（各国異なる生産プロセスに特化する）効率的な

特化パターンが複数現れる可能性があることは知られている。本論文では通常の状況において、結合生

産の無いときには必ず満たされる強い意味での端点を形成する効率的な特化パターンは最大２通りしか

生じないことが分かった。こうした複数の効率的なパターンは結合生産が導入されると、特化する財が

変わる境界の価格線が交わる可能性が出てくることで示される。 
 
モデル設定：３国・３財・３生産プロセス・１要素（労働）・線形生産関数・結合生産許容 
 
１対１特化の中に効率的な特化パターンが存在しない例： 3,2,1=i で 
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( )0≥i
jka ：第 i 国における第 j 生産プロセスでの労働１単位による第 k 財の生産量:生産係数 

 
主生産物・副生産物を定義するための本質的仮定 
任意の 3S∈σ に対し、第 i 国が第 )(iσ 生産プロセスに特化する１対１特化の生産係数などを基に作ら

れる、次の非対角非正行列の首座小行列式が全て正とする： 
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第１象限に各生産プロセスの価値限界生産性が等しい価格が存在する本質的仮定 
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